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長
さ
日
本
一
の
軽
便
鉄
道

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
、
藤

枝
と
相
良
方
面
を
つ
な
ぐ
軽
便

鉄
道「
藤と

う
そ
う相

鉄
道
」が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
、
国
策

に
よ
り
、
静
岡
電
気
鉄
道
、
藤

相
鉄
道
、
中

ち
ゅ
う
え
ん遠

鉄
道
、
静
岡
乗

そ
こ
知
り

志
太物

語
合
自
動
車
、静
岡
交
通
自
動
車
の

五
社
が
合
併
し
、静
岡
鉄
道
と
な

り
ま
し
た
。中
遠
線
と
藤
相
線
は

狭き
ょ
う
き軌

の
軽
便
で
輸
送
力
に
乏
し

く
、収
益
の
上
が
ら
な
い
路
線
で

し
た
が
、戦
後
に
買
い
出
し
客
や

志
太
・
榛
原
の
特
産
物
を
輸
送
・

出
荷
す
る
た
め
ド
ル
箱
路
線
に

変
身
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
二
十
三
年
、中
遠
線
と
接

続
し
静
岡
鉄
道
駿す

ん
え
ん
せ
ん

遠
線
と
改
称
。

大
手
駅
〜
袋
井
駅
間
の
総
延
長

は
六
十
四.

六
km
と
な
り
、
戦
後

で
は
日
本
一
の
長
さ
の
軽
便
鉄

駿
遠
線
で
現
存
す
る
唯
一
の
車
両

児
童
会
館
を
経
て
郷
土
博
物
館
へ

両
と
計
百
三
両
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
蒸
気
機
関
車
は

廃
止
と
な
り
、
Ｂ
15
の
運
転
期

間
は
わ
ず
か
四
年
余
り
で
し
た
。

改
造
に
不
向
き
で
あ
っ
た
Ｂ
15

は
、
改
造
さ
れ
る
こ
と
な
く
駿

遠
線
の
袋
井
工
場
で
保
管
さ
れ

た
の
で
す
。　

　

昭
和
三
十
二
年
、
駿
府
公
園

内
の
県
立
児
童
会
館
へ
寄
贈
。

四
十
八
年
に
児
童
会
館
が
静
岡

市
に
移
管
後
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
五
十
九
年
に
は
老

朽
化
の
た
め
静
岡
鉄
道
長
沼
工

道
と
な
り
ま
し
た
。

Ｂ
15
形
の
数す

う

奇き

な
運
命

　

そ
ん
な
中
、
輸
送
力
増
強
の

た
め
、
富
山
県
の
立
山
重
工
業

で
戦
時
に
設
計
さ
れ
た
Ｂ
15
形

蒸
気
機
関
車
が
入
線
し
た
の
で

す
。
燃
料
統
制
が
続
き
、主
力
は

蒸
気
機
関
車
で
、
昭
和
二
十
五

年
当
時
、
蒸
気
機
関
車
十
三
両
、

客
車
三
十
五
両
、
貨
車
五
十
五

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

大
旅
籠
柏
屋
の
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん

や

お
お
は
た
ご
か
し
ば
や

じ

き

た

志
太
新
名
物
探
訪

軽
便
鉄
道
Ｂ
15
形
蒸
気
機
関
車

満ま
ん

を
持じ

し
て
の
出
版
で
す
ね

　

十
五
年
間
毎
週
書
き
続
け
た

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
退
職
後
に
、

本
に
ま
と
め
よ
う
と
一
年
か
け

て
書
き
直
し
ま
し
た
。
出
版
社

に
相
談
す
る
と
「
多
く
の
皆
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
う
本
に
し
た

い
で
す
か
」
と
問
わ
れ
、
自
己

満
足
で
は
終
わ
ら
せ
た
く
な
か

っ
た
の
で
「
は
い
」
と
答
え
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
間
か
け

て
話
し
合
い
な
が
ら
再
構
成
し

た
も
の
が
、
こ
の
本
で
す
。「
速

効
よ
い
子
～
10
歳
ま
で
に
し
た

い
こ
と
、
10
歳
か
ら
で
も
で
き

る
こ
と
」
と
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　

最
初
は
学
級
だ
よ
り
を
作
っ

て
保
護
者
に
配
布
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、「
も
っ
と
多

く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
方

が
よ
い
」
と
助
言
を
頂
き
、
無

料
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
し
ま
し

た
。
読
者
数
は
、
最
初
二
百
人

程
で
し
た
が
、
一
年
半
で
千
人

を
越
え
、
そ
れ
が
十
五
年
間
退

職
ま
で
続
き
ま
し
た
。
読
者
か

ら
相
談
も
頂
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ど
ん
な
内
容
な
ん
で
す
か

　

本
は
二
部
構
成
で
す
。
第
一

章
は
「
小
学
生
の
親
は
、
何
を

す
れ
ば
い
い
か
」
と
し
て
、
子

ど
も
の
励
ま
し
方
や
叱
り
方
、

お
手
伝
い
、
い
じ
め
問
題
、
反は

ん

抗こ
う

期
、
ネ
ッ
ト
依い

ぞ
ん存
に
つ
い
て
、

ま
た
、
親
と
学
校
と
の
関
わ
り
方

な
ど
を
書
き
ま
し
た
。
第
二
章

は
「
小
学
生
は
、
ど
ん
な
ふ
う

に
勉
強
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
」
と

し
て
、
国
語
、
算
数
な
ど
、
力

を
伸
ば
す
た
め
の
学
習
方
法
を
、

具
体
的
に
書
き
ま
し
た
。
特
に

十
歳
前
後
を
境
と
し
て
、
大
き

く
子
ど
も
が
変
わ
る
の
で
、
そ

の
変
化
を
見
逃
さ
ず
に
長
い
ス

パ
ン
で
子
供
の
成
長
を
見
守
る

大
切
さ
を
書
き
ま
し
た
。

県
内
の
書
店
で
販
売
中
！

　

ま
た
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
季
節
の
小
箱
」
で
は
、
現
在

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
原
稿
を

書
き
続
け
な
が
ら
ご
相
談
に
も

乗
っ
て
い
ま
す
。
優
し
い
桜
色

の
表
紙
で
す
。
お
近
く
の
書
店

で
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

「
速そ

っ

効こ
う

よ
い
子
」を
出
版
！

15 

年
間
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
集
大
成

増
田 

浩
二

元
小
学
校
教
員

（
焼
津
市
在
住
）

▲郷土博物館北側広場屋外展示時代

▲静岡県児童会館時代

▲廃線50周年記念展示（現在）

▲横からの展示車両

▲ライトアップ時

　

こ
の
度
、
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
「
日
本
初
『
旅

ブ
ー
ム
』
を
起
こ
し
た
野

次
さ
ん
喜
多
さ
ん
、
駿

す
ん
し
ゅ
う州

の
旅
」。
静
岡
生
ま
れ
の

十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
が
書
い
た
江

戸
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
東と

う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ
く
り
げ

海
道
中
膝
栗
毛
」
に

登
場
す
る
旅
人
の
二
人
が

野
次
さ
ん
、
喜
多
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
野
次
さ
ん
、
喜
多
さ
ん

の
人
形
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
、
岡
部
の
国
登
録

有
形
文
化
財
「
大
旅
籠
柏
屋
」

で
す
。
ま
ず
、
入
口
の
座
敷
に

宿
の
女
将
と
談
笑
す
る
野
次
さ

ん
と
喜
多
さ
ん
が
い
ま
す
。
二

階
に
上
が
る
と
夕
食
を
楽
し
み

な
が
ら
お
酒
を
注
い
で
も
ら
っ

て
い
る
野
次
さ
ん
と
喜
多
さ

ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

BiViキャンHP「新着情報」申込専用フォームをご覧下さい。

場
に
返
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
、
静
岡
鉄
道

よ
り
藤
枝
市
へ
寄
贈
さ
れ
、
平

成
元
年
、
藤
枝
市
郷
土
博
物
館

の
北
側
広
場
に
屋
外
展
示
。
そ

の
後
、
平
成
十
八
年
藤
枝
市
文

学
館
建
設
に
伴
う
展
示
位
置
の

変
更
に
際
し
、
保
存
修
理
を
行

い
、
令
和
二
年
、
駿
遠
線
廃
止

五
十
周
年
を
記
念
し
、
再
整
備
・

再
塗
装
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

再
現
・
駅
名
板
設
置
が
行
わ
れ
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

Ｂ
15
は
、
奇
跡
的
に
保
存
さ
れ
、

駿
遠
線
で
現
存
す
る
唯
一
の
車

両
と
し
て
藤
枝
市
の
貴
重
な
鉄

道
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
晩
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

毎
週
日
曜
日
に
運
転
台
が
開
放
。

月
に
二
回
、
Ｂ
15
を
模
し
た
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
が
博
物
館
前
で
運
行
し

て
い
ま
す
。（
小
嶋
良
之
）【
資
料

提
供
・
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
】
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３面志太人で紹介した「速効よい子」です

３冊を読者プレゼントとさせて頂きます。

県
内
書
店
で
お
買
い
求
め
頂
け
ま
す
。
定
価
一
三
五
〇
円（
税
別
）

浜言葉とは、日本の沿岸沿いにある港町や漁村などで話
される言葉、方言のことです。また、各地の漁師たちは、
行き来もあったため、道具や漁の用語などはある程度共
通語を使うこともありました。一般的に漁師言葉とされ
ていて、威勢が良く、荒っぽい、少し語気がきつい言葉
が浜言葉だと言われています。焼津の浜言葉も、志太地
域の方言と混ざり合っていて、どこからが志太の方言や
焼津弁で、どこからが浜言葉なのかが判別しにくいもの
が多く、今回の企画もむるぶ流に選別してありますので、
ご容赦ください。

あはーえーよ………… もうよい
ばかったー………… ばかだなー
ばっちらあう………… 奪い合う
はなっから………… はじめから
ひまっさい………… 余計な仕事
ひんつぶす………… 踏みつける
ひんなげる………… 強く投げる
ぶそくる…………… すねる
ぶっさらう………… 殴る
ふらいき…………… 大漁旗
へーびばんば……… とかげ
へそ………………… カツオの心臓
べんかんべんかん…… 無駄な長い時間
へんちくりん……… へんな

は

みせっこ…………… 見せあう
むくれかある……… 腹を立てる
めんちゃくたー…… わるい女

ま

やっきりする……… 気の悪い思い
やっこさん………… あいつ
やたらくたら……… 訳も分からず
ゆんるくたい……… やわらかい
よっぴてー………… 一晩中

や

わしら……………… おれたち
わりゃー…………… お前
われ………………… お前

わ

か

たいしょー………… あいつ
ちぃーっと………… ほんの少し
ちょいちょい……… じゃんけん
ちょくちょく……… 時々
ちょっくら…………… 少し
ちんじかなる……… 寒くて手が凍える
ちんちん…………… 片足飛び
づない……………… 強い
とびっちょ………… みずたまり

た

おかへあがる……… 漁師をやめる
おかもん…………… 陸で暮らす人
おっこー…………… めんどう
おまた おまん……… お前さん
おまっちっち………… 君の家
おやかす…………… 終わらせる
おやす……………… 悪口を言う
おんぶいひも……… 背負いヒモ

おしざー……………… しよう
しすか……………… しよう・しない
しゃてー…………… 弟
しゃれる…………… お洒落をする
しょっつらにくい…… すごくにくらしい
しょんばい………… 塩辛い
しょんばらくさい…… 小便臭い
しょんべんたれ…… 馬鹿野郎
しょんべんや……… 小便所
～すか……………… 否定語  しない
せど………………… 裏口
せんだって………… 先日
そのいと…………… そのうち

さ

う
っ
ち
ゃ
ら
き
ゃ
ー
と
く

う
っ
ち
ゃ
ら
き
ゃ
ー
と
く

づ
な
い

づ
な
い

お
や
す

お
や
す

わ
れ
わ
れ

み
せ
っ
こ

み
せ
っ
こ

よ
っ
ぴ
て
ー

よ
っ
ぴ
て
ー

こ
ん
だ
け

こ
ん
だ
け

し
ざ
ー

し
ざ
ー

焼津焼津のの

浜浜
は まは ま

言言
こ とこ と

葉葉
ばば

辞典辞典

むるぶ流むるぶ流 あいく……………… 歩く

あいちゃった………… 飽きてしまった

あいら……………… あいつら

あすばざー………… 遊ぼうよ

あっけら…………… 有っただろう

あったったー……… 大馬鹿者

あらいばた………… 川の洗濯場

あるかざー………… 歩こう

あんだけ…………… あれだけ

あんてぇやー……… あの野郎

いーいっこ………… 口げんか

いかざー…………… 行こう

いごかす…………… 動かす

いっそく…………… 百の単位

いれんさん………… 焼津神社

うそっさみー……… すごく寒い

うちづら…………… 家の中の態度

うちわすれた……… すっかり忘れた

うっちゃらきゃーとく…… 放っておく

うらっぼー………… 先頭

うんばた…………… 波打ち際

えーからげん……… でたらめ

えーっけ…………… よかった

かーりばんこ……… 交替する
がしゃがしゃ……… くつわむし
かつぎもの………… 作業着
かみーさん………… 美容院
かやっさ…………… 裏返し
かんからかん……… 空き缶
きゃーだりー……… 疲れた
くそったらしー…… 憎たらしい
くびねっこー……… 首筋
こいら……………… こいつら
こんだけ…………… これだけ
こんてぇら………… この野郎

あすばざーあすばざー

●
安
く
て
お
い
し
い
ラ
ン
チ
の
お
店 

６

●
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト 

３

●
志
太
の
城
・
城
主
・
歴
史 

３

●
コ
ロ
ナ
感
染
で
気
を
付
け
た
い
事 

３

●
安
く
て
お
い
し
い
ラ
ン
チ
の
店 

２

●
冷
た
い
麺
の
お
店
特
集 

２

●
景
色
・
見
晴
ら
し
の
い
い
場
所 

２

●
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
事
・
場
所 

２

●
子
供
が
遊
べ
る
公
園 

２

●
お
家
時
間
の
過
ご
し
方 

２

● 

話
題
が
豊
富
で
読
み
や
す
く
楽
し
め
る
情
報
誌
で

す
。

●
む
る
ぶ
で
紹
介
さ
れ
た
「
免
疫
力
を
鍛
え
る
本
」

を
購
入
し
て
参
考
に
し
て
み
ま
し
た
。

●
普
段
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
身
近
に

史
跡
が
沢
山
あ
る
事
に
驚
き
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
兼
ね
て
街
歩
き
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

●
今
月
の
志
太
の
田
沼
意
次
と
田
沼
街
道
の
史
跡
め

ぐ
り
は
、
非
常
に
興
味
の
あ
る
内
容
で
し
た
、
今

度
自
分
で
も
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
地
元
の
事
件
簿
を
拝
見
す
る
た
び
、
犯
罪
の
多
さ

に
胸
が
痛
み
ま
す
。 

 

●
冷
た
い
ラ
ー
メ
ン
特
集
は
、
暑
く
な
っ
て
き
た
こ

の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
美

味
し
そ
う
で
迷
い
ま
す
ね
。

●
冬
で
も
食
べ
た
い
位
「
冷
や
し
中
華
」
が
大
好
き

な
の
で
、
今
号
の
情
報
あ
り
が
た
い
で
す
。

●
地
域
情
報
誌
ら
し
く
て
、
私
は
い
つ
も
楽
し
み
に

し
、
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
史
跡

関
係
の
記
事
が
必
ず
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

●
焼
津
に
長
く
住
ん
で
い
て
も 

焼
津
・
藤
枝
の
知
ら

な
い
事
が
多
い
で
す
。
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て

い
ま
す
。

●
暑
い
う
え
に
長
雨
豪
雨
、
家
に
い
る
時
は
、
む
る

ぶ
の
よ
う
な
タ
ウ
ン
誌
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

エ
ア
ー
街
ブ
ラ
、
実
際
に
出
か
け
た
い
で
す
ね
。

本
音
は
。

●
い
つ
も
平
和
に
生
き
て
い
る
の
で
地
元
の
事
件
簿

を
見
る
と
、
え
、
こ
の
あ
た
り
で
？
と
驚
き
と
と

も
に
気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

●
毎
回
、
丁
寧
に
作
ら
れ
た
記
事
が
楽
し
み
で
す
。

知
ら
な
い
地
元
の
情
報
が
面
白
い
で
す
。

●
志
太
そ
こ
知
り
物
語
と
バ
ト
ン
リ
レ
ー
志
太
を
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
藤
枝
地
区
の
情
報
を
食
い
入
る
様
に
見
て
勉
強
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
者
に
知
識
を
授
け
て

く
だ
さ
い
。

今
月
号
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
は
？

ご
意
見
・
ご
感
想

８８
月
号
月
号
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

へ
ん
ち
く
り
ん

へ
ん
ち
く
り
ん

参考文献	「人情を今に伝える焼津の浜言葉」（長谷川寅吉編著）
	 「残したい焼津の方言と浜言葉」（焼津の浜言葉を遺す会）
	 「私の焼津地方の言語集」（石田茂）他
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，興味ある焼津の浜言葉は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 東海道中膝栗毛 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　9月5日㊏
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

B15を製造した会社は？

　〇〇〇〇〇（漢字5文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」「図書カード（500
円分）」バトンリレー志太人紹介本「速効よい子」を
プレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

今月号でご紹介したＢ１５形蒸気機関車。子どもの頃静
岡の駿府公園にある児童会館で見た覚えがあります。時
期から言えば、県立児童会館の時も静岡市に移管され
黄色と赤に塗られた時も見ているはずなのですが、うろ
覚えです。一緒にあったＤ５１は静岡市城北公園に移さ
れ、今は栃木県真岡市に展示されています。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

ホームページも
ごらん下さい。 http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街 ☎054-644-5829 旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

店
苗
種
木
高
●

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

● かすみ目
● ぼやけて見える
● 目が疲れやすい

● 目がしょぼしょぼする
● 小さい字が読みにくい
● 目薬が手放せない

ご相談くださいご相談ください
眼のお悩み、眼のお悩み、

デザインＤＴＰ業務の見直し
年間制作実績１０,０００件！
　今月は、icom Information号外005より、当社のデザイ
ンＤＴＰ業務について紹介させていただきます。最近は内
製化が進み、簡単なＰＲチラシは社内で十分と考えられて
いるお客様も見受けられます。
　時代によって求められるＰＲ戦略やデザイン、訴求力は
違ってきます。ユニバーサルデザインの手法を取り入れた
り、簡単な図形やイラストをプラスするだけでも受け手側
の印象は格段に違ってくるものです。共立アイコムの年
間取引社数は１,４００社。年間の制作実績は１０,０００件
を超えています。総勢４３名のクリエイティブスタッフが皆
様をお手伝いします。



9月の休日緊急医

小児科
・

5

6日（日） 13日（日） 20日（日） 21日（祝）

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

〈内〉瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525

〈内〉ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

秋山医院
（本町三）
�641･6175

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

〈内〉近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

22日（祝）

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

〈内〉西山クリニック
（平島）

�646･3003

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

27日（日）

〈内〉なお消化器内科
クリニック（高洲一）
�634･1825

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
�641･0651

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

6日（日） 13日（日） 20日（日） 21日（祝）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

志太眼科
（益津）

�645･5511

河野歯科医院
（与左衛門）
�636･5568

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187
〈泌〉北川医院
（高洲）

�634･3231
さくま歯科
（田沼三）

�636･7000

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
�645･3387

そのだ歯科口腔外科
クリニック（瀬戸新屋）
�647･6006

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）

�629･5566

パール歯科医院
（大東町）
�636･1253

22日（祝）

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）

�646･3313
〈皮〉坂本医院
（青南町四）
�637･2737
青島歯科医院
（田沼四）

�635･1636

27日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

アライ歯科
（鬼島）

�644･4477


